
議員提出議案第５号 

 

教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書 

 

標記の議案を次のとおり、桑名市議会会議規則第13条第１項の規定により提

出します。 

 

令和２年９月３０日 提出 

 

提出者   桑名市議会議員   松 田 正 美 

賛成者     同       渡 邉 清 司 

        同       満 仲 正 次 

        同       畑   紀 子 

        同       石 田 正 子 

        同       伊 藤 研 司 

         

        



 

 

教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書 

 

 

 子どもたちの主体的で協同的な「豊かな学び」を実現するためには、教職員

定数の改善が、教育環境整備のなかで最も重要である。 

しかしながら、少人数学級によるきめ細やかで質の高い教育を実現するため

の学級編成については、１クラス当たりの児童生徒数が小学校21人、中学校23

人であるのに対し、日本の１クラス当たりの児童生徒数は、小学校27人、中学

校32人、三重県は、小学校25.2人、中学校30.3人と経済協力開発機構（ＯＥＣ

Ｄ）加盟国の平均を大きく上回っている。（2019年） 

また、「学校の新しい生活様式」への対応や個別の支援を必要とする児童生徒

や外国人児童生徒が増加し、複雑化・多様化する教育諸課題が教職員に集中す

ることが問題視されるなか、児童・生徒一人ひとりと向き合うためのさらなる

環境整備が必要である。 

このような中、教育予算を拡充し、教職員定数の充実も含めた教育条件の整

備を進めていくことが、山積する教育課題の解決を図り、子どもたち一人ひと

りを大切にし、子どもたちの豊かな学びを保障することに繋がると考える。 

よって、国において、教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算の拡充を

図られるよう強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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